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　次の文章は、黒川伊保子著『人間のトリセツ』からの抜粋である。よく読んで、問いに答えよ。

「人工知能に何ができますか」

人工知能には何でもできる。人が想像できることは何でも。

ただし、人工知能自身が「気持ちよく、しあわせになる」ことは、残念ながら除く。

人工知能は、ヒトの脳の演算機構をコンピュータ上に実装する技術だ。それを　ケイタイ電話

や家電、車や家、工場のコントローラーなどに搭載していく。

ヒトの脳の演算機構が解明されるたびに、人工知能のできることは増え続ける。「今、できる

こと」は限られていても、将来できることは果てしない。

人間が何かをやらせようと思ったら、いつか必ずそうさせることができる。

「人工知能は人間を超えますか」

もちろん、超える。

むしろ、超えないと意味がない。

ＩＢＭのW

ワ ト ソ ン

atson は、癌研究に関する２０００万件にも及ぶ論文を学習して、２０１６年には、

ついに人間が見逃していた白血病を見抜き、適切な治療法をアドバイスするまでに至った。その

後も、日々増え続ける論文を学習し続けており、最初は半信半疑だった医師たちも、今では「そ

うだ、ワトソンに聞いてみよう」と言うまでに至ったという。

入力と出力を完璧にパターン化できるデータ分析は、　　　　 の最も得意とするところ。医療

診断のパートナーとして、今後、ＡＩは欠かせない存在になる。膨大な数の論文をマスターし、

過去の分析事例を学習する。それを忘れないどころか、日々、知恵は増え続けるのである。人間

たちが束になったって　カナうわけがない。

医療ＡＩは、すべての医療機関に開放される方向性で、プロジェクトが進められている。すべ

ての医療従事者が、惜しみなく人工知能にデータを与え、人工知能がこれに応える。その結果、

すべての　　　　 が、「世界の　粋を集めた最高峰の診断力」を手にすることができるのである。

では、　人間が要らなくなるのかと言えば、もちろん、そんなことはない。

論文を作り出すのは、今のところ、人間にしかできない。分析事例は、自ら増やしていくこと

ができるが、失敗した時に、それを失敗だと判断するのは人間である。失敗の深刻さを決めるの

も人間だ。

そして、何より、患者に触れ、患者を感じ、患者と共に歩むことは人間にしかできない。医者

は、ＡＩのおかげで診断に使う時間を短縮でき、治療に専念できるだろう。それ以上に余暇がで

きたら、人生を楽しめばいい。

人生を楽しむ人の、好奇心に満ちた嬉しそうな顔は、周囲の人の脳に、ポジティブな信号を誘

発するからね。
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国 　 語 先にも述べたが、人間の脳の中には、ミラーニューロンと呼ばれる細胞がある。目の前の人の

表情や所作を、自らの神経系に、鏡に映すように写し取ってしまう能力である。人は、目の前の

人が、嬉しそうな表情をしていると、ついその表情を写し取ってしまう。

表情というのは不思議なもので、出力にも入力にも使える。つまり、嬉しいから嬉しい表情を

するわけだが、嬉しい表情になってしまうと、嬉しい時に脳に起こる神経信号が誘発されるので

ある。目の前の人の笑顔につられて、つい笑ってしまうと、脳の緊張も解ける。人間なら、そん

な経験、山ほどしているはずだ。

医者は、忙しすぎては、きっといけない。生きることを楽しんで、好奇心に溢れた嬉しそうな

表情をしていてほしい。生きることにブレーキをかけている患者たちのために。

そして、ミラーニューロンを刺激する、表情筋や、温かい息の風圧や、さりげない所作こそが、

人工知能には、けっして真似できない「生きる力の与え方」である。

というわけで、私は、人工知能の時代に、「自らの人生を楽しむこと」もまた、人の仕事にな

ると思っている。そういう人の表情や声や、選ぶことばの語感が、人を癒し、人を救う。

「楽しむ」とか「しあわせになる」がお金を生む時代。天国かもね。となれば、人工知能は天

使なのだ。

ただ、好奇心に欠ける人には、厳しい時代である。「これをやりなさい」と言われて、何も疑

わずにその通りにできて、成績がよく行儀がよければ、仕事が山ほどあった時代には、好奇心が

僅
きんしょう

少でも、人は社会の　中枢で活躍できたのに。

「好奇心」の育て方。これが人間社会の課題になる日が、ほどなくやってくる。

かといって、学校教育を「好奇力を育てる」に安易にシフトするのは、私は、賛成できない。

で手にするのは、「思考の道具」である。道具の使い方を覚える道のりは、わくわくし

てばかりもいられない。数学のセンスを身につけなければ、物理学の世界を本当に楽しむことは

できない。宇宙論を脳でつかむためには、微分積分やベクトルの本質的な理解が必要不可欠なの

だ。　キソウテンガイな実験にきゃあきゃあ言ったり、星を見つめたりするだけでは、本当の「科

学の心」は育たない。もちろん、それをやるのが悪いとは思わないけど。

私自身は、化学式や方程式、元素周期表を見るだけでわくわくした。「何かがモデル化されて

数学になっていること」に強く好奇心を感じたからだ。先生が余分なことを言わずに、クールに

式を教えてくれる方が好みだった。実験は嫌い。「だから？」って感じだった。

ヒトの脳の好奇心は、楽しいから伸びるわけじゃない。「何かわからないけど、美しいものを

見せられて、その謎を知りたい」と思うときに、最も強く働くのではないだろうか。圧倒的に美

しいもの。それが「式」の人もいれば、「詩」の人もいれば、「音楽」の人もいれば、「ダンス」

の人もいる。

一方で、私は社会科が、気が遠くなるほど苦手だった。政治経済に関しては、おおよそ何も理

解できなかったし、　セイセキも最悪だったし、今もお金の流れがわからない。政治にも経済にも、

私は「美しい（理にかなっていて、気持ちいい）」と感じることが一度もなかった。　　　　 に

関して言えば、会社経営の“楽しい”ロールプレイングの授業があったなら、今ごろ、もう少し

自分の会社を大きくできたのに違いない。
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センスのない科目には「楽しい体験」の授業が、センスのある科目には、余分な情報をそぎ落

としたクールな授業が、きっと有効だろう。そして、後者で育つ好奇心のほうが、人工知能への

カウンターバランスとして人類が追求すべき、本質的な好奇心なのだと私は思う。

平たく言えば、本当に好奇心が湧くものは、「チラ見せ」されてつれなくされた方が燃えるっ

てことだ。一方で、僅少な好奇心は、楽しく誘って火をつけないとね。

本当に核心を衝く情報は、　　　　 なほうがホットになる。これは、コミュニケーションの奥

義として、人工知能も知っておくといい。

（黒川伊保子『人間のトリセツ』ちくま新書）

※問題の作成上、小見出しを一部省略した。

問一　傍線部①～⑥のカタカナは漢字に直し、漢字は読み仮名を書け。

問二　空欄あ～えに入る四字熟語を文中から探して、漢字で書け。

問三　傍線部Ⓐ「ＩＢＭのW

ワ ト ソ ン

atson 」以降の文章はワトソンを例にして、人工知能が人間を超え

る点を説明している。ＡＩが欠かせない存在となる点を三点書け。

問四　傍線部Ⓑ「人間が要らなくなるのかと言えば、もちろん、そんなことはない」とある。医

者と患者の関係において、人間にしかできないことは何か。文中から抜き出して二十字以内

で書け。（句読点を含む）

問五　傍線部Ⓒ「医者は、忙しすぎては、きっといけない」とあるが、その理由を次から一つ選

び、記号を書け。

ア 失敗が多くなり、判断力が低下するから。

イ 脳の中のミラーニューロンと呼ばれる細胞が働かなくなるから。

ウ 膨大な論文をマスターできなくなるから。

エ 惜しみなく人工知能にデータを与えられなくなるから。

オ 嬉しそうな表情や温かな言葉が患者に生きる力を与えるから。

問六　傍線部Ⓓ「センスのない科目には「楽しい体験」の授業が、センスのある科目には、余分

な情報をそぎ落としたクールな授業が、きっと有効だろう」と同じ意味の部分を文中から探

し、最初と最後の七文字を書け。（句読点を含む）

問七　空欄おに入る言葉を文中から探して書け。

問八　筆者の使った言葉を挙げながら、人工知能と人間についてあなたの考えを述べよ。なお、

あなたの経験と関連させて、句読点を含み一○○字以上一五○字以内で述べること。

Ⓓ

お

　次の文章は、馳星周の小説『少年と犬』の一節である。内村は、震災の影響で緘
かんもく

黙（話すこ

とができない）となった息子「光」を連れて、熊本に一家三人で引っ越した。そこで、「多
たもん

聞」

という名の犬に出会い飼うこととなる。よく読んで、問いに答えよ。

もうだいじょうぶという（注１）前田の　お墨付きをもらって、多聞を散歩に連れ出すことにした。

もちろん、光も一緒だ。光が家の敷地から外に出るのは、病院へ通うときを除けば久しぶりのこ

とだった。家の前を通る町道を左に進み、十分ほど歩くと田んぼの広がる農地に出る。町道から

農道に入ると、交通量も激減した。多聞は、首輪やリードを嫌がる素
そ ぶ

振りも見せず、内村の左横

を歩いていた。農道をしばらく進むと、光が前に進み出て振り返った。内村に右手を突き出す。

「リードをもちたいのか？」

内村は訊いた。答えは返ってこないが、期待に満ち溢
あふ

れた目が瞬
またた

きもせずに内村を見つめてい

た。
「だいじょうぶか、多聞？」

内村は多聞を見おろした。多聞の目もまた、光のそれと同じように輝いていた。しゃがみ、光

の目を覗
のぞ

きこむ。

「絶対にリードから手を離しちゃだめだぞ。わかるな？」

そう言って、リードの先端を光に握らせた。光の顔がくしゃくしゃに歪
ゆが

んだ。嬉しさにこらえ

きれず　　　　 しているのだ。

「多聞」

光は多聞の名前を呼んだ。多聞が光の横についた。尻尾が激しく揺れている。

「多聞」

光が歩き出した。多聞は歩く速度を光に合わせていた。もうずっと前からそうやって散歩して

いるかのようだ。内村は少し離れたところから散歩する光と多聞を見守った。

多聞は体重が戻ってきて歩き方も立派になっていた。万が一のことが起こっても、多聞が光を

守ってくれるという確信が胸の奥で広がっていく。内村は肺一杯に空気を吸い込んだ。頭上には

春の青空が広がり、水が張られた田んぼに雲が映りこんでいた。近くを流れる　渓流のせせらぎ

が聞こえる。釜石ではまだ晩冬の季節だが、熊本の三月は快適だ。春のまっただ中にいるという

実感が持てる。　春の色と匂いと音に満ちた世界を、光と多聞が歩いている。

こんな光景を見られる日が来るとは思ってもいなかった。光のためにと力を尽くしてきたもの

の、いつしか、諦めに似た感情が芽生えていたことは否定できない。このまま、光は絵を描くだ

けしかできないのだ。学校はおろか、家の外に出ることもない。内村と久子でそんな光をなんと

か支え家族三人でつつましく生きていくしかないだろう。　バクゼンとそう思っていた。なのに、

光が外を歩いている。春の陽射しを浴びて微笑んでいる。傍らを歩く多聞を慈
いつく

しんでいる。夢な

のではないかと思うことがある。今目にしている光景も、多聞を救ったことも、すべては夢の中

のできごとなのではないか。目が　サめたらすべては以前のままなのではないか。そう思うたび

に激しく首を振って自分を　　　　 。苦しい日々を耐えてきた光に、神様が手を差し伸べてくれ

たのだ。多聞こそが神の遣いだ。だから、光が多聞と　タワムれ、笑うことにただ感謝していれ

ばいい。
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「光」
内村は光の背中に声をかけた。光が振り返った。以前は内村や久子の呼びかけに反応すること

もなかったのだ。

「こっちへおいで。これが、お父さんの田んぼだぞ」

地域の組合の田んぼを二反
たん

借りて、稲を育てている。三人家族に二反の田んぼで取れる米は多

すぎるが、余った米は釜石の知り合いに送り、喜ばれていた。光の口に入ることを考えて、自然

農法にこだわった米作りをしているのだ。この辺りの田んぼはそのほとんどが自家用米の田んぼ

で、農薬を使うところは少なかった。

光の手を取り、畔
あぜ

道
みち

を進んだ。他人の田んぼなら気が引けるが、自分の田なら、畦道で子供と

犬を遊ばせても問題はない。田んぼの奥はちょっとした谷のようになっていて、そちら側の畦道

は軽トラが乗り入れられるほどの道幅があった。広い畦道に光たちを誘い、多聞のリードを外し

た。
「好きに歩いていいぞ、多聞。光もだ」

多聞が駆けた。数メートル先で立ち止まり、振り返る。光を誘うような身振りをした。光は多

聞の身振りの意味を理解した。誘いに乗って走り出す。多聞が身を翻
ひるがえ

して逃げた。ときおり振り

返り、光の様子を確認して走る速度を調整している。

「賢い子だな、多聞は」

光は声をあげて多聞を追いかけていた。田んぼの水面に、多聞と光の姿が映り込んだ。幸せだ

―　トウトツに内村は思った。

おれたちは幸せだ。あの大震災から五年、内村は田んぼの周りを歩いた。五月になれば田植え

がはじまる。田植えが終わってからは雑草との戦いがはじまるのだ。例年、辟
へきえき

易する作業だが、

今年は楽しんでやれそうな気がした。

光が多聞に追いつき、その背中にしがみついた。多聞がわざと走る速度を落としたのだ。光は

嬉しそうだった。多聞もまた、嬉しそうだった。光が内村を見た。手を挙げ、振った。

「こっち」

光が声を出した。

「父さんに言っているのか？父さんに、こっちに来いって言っているのか？光？」

「こっち……来て」

「今、行くぞ」

内村は　涙を流しながら光たちの方へ駆けだした。

「お母さんって言った」

食卓に　頬杖をつきながら久子が言った。夢見るような表情が浮かんでいる。

「あなたも聞いたでしょう？」

食事中に、光が久子に「お母さん」と声をかけたのだ。たった一度だけだったが、間違いなく、

久子に向けた言葉だった。

「こんな日が来るなんて、夢みたい」

久子の表情は穏やかだった。内村が缶ビールのお代わりをしても、いつものように目くじらを

⑤

㋑
⑥

立てることもない。

多聞がひとりで居間に姿を現した。光は歯を磨いた後、眠りに　ツいたはずだ。最近の多聞は

こうして、光が寝たのを見計らって居間にやって来る。

「光は寝たのか？」

どうやら多聞は光の兄のつもりでいるらしい。光がいる間は保護者らしく振舞っているが、光

が寝るとその役割を　ホウキして、内村や久子に甘えに来る。内村は多聞の頭を優しく撫でた。

「ねえ、多聞、今度、ステーキ焼いてあげる。光にしてくれたことへのご褒美よ」

久子が言った。多聞が盛大に尻尾を振った。

「なんだよ、それ。多聞を連れてきたのはおれだぞ。おれにもステーキのご褒美をくれよ」

「あなたはビール飲んでるからいいじゃない」

「ビールとステーキじゃ比べものにならないだろう」

スマホの着信音が鳴った。内村は微笑みながら手を伸ばした。靖からの電話だった。

「もしもし。どうした？多聞の写真でなにかわかったのか？」

「驚くなよ。徹」

靖の声は上ずっていた。

「どうしたんだよ？」

「光と多聞っていう犬、おまえたちがこっちにいるときからの縁だぞ」

「どういうことだよ、それ？」

内村は姿勢を正した。

「震災の前、貞
さだ

さん、光をよく、港の近くの公園に連れて行ってただろう？」

「ああ」

内村はうなずいた。貞というのは内村の母の貞子のことだ。家計を助けるため、久子は近所の

スーパーでパートで働いていた。日中は母が光の面倒を見てくれていたのだ。

「出口春子って人も、その公園にしょっちゅう行ってたらしいんだよ。多聞と散歩中にさ」

「それ、本当か？」

スマホを持つ手が震えた。久子が な表情を浮かべて内村を見つめていた。多聞は内村

の太腿に顎を乗せたままだ。

「知り合いの爺さんがいてな。震災前はよくその公園で暇つぶししてたんだ。よく、貞さんと

も話してたそうでな。おまえから多聞って犬の話聞いて思い出したんだよ。昔、その爺さんが言っ

てたんだ。ある時、中年の女が子犬連れて散歩に来て、貞さんの連れてる子とすぐに仲良くなっ

た。子供と犬ってのは無邪気だから気心がすぐに知れるんだろうってさ」

「まさか、その子犬の名前も……」

「多聞って名前だ。珍しい名前だからって、爺さん、よく口にしてたんだ」

ビールで潤
うるお

っていたはずの口の中が、　いつの間にかからからに乾いていた。

（馳星周『少年と犬』文藝春秋）

　（注１）　前田…「多聞」を診察している獣医師

⑦

㋒

⑧

う
㋓

問一　傍線部①～⑧のカタカナは漢字に直し、漢字は読み仮名を書け。

問二　あいうに入る言葉を、次の選択群からそれぞれ選び、記号で書け。

あ　ア　失笑 イ 破顔 ウ 仰天 エ 爆笑

オ 困惑

い　ア　納得させる　　イ　顧みる　　　ウ 挑戦させる　　エ　奮い立たせる

オ 諦めさせる

う　ア　不安そう　　　イ 不満そう　　ウ　悲しそう エ 穏やか

　　オ　怪
けげん

訝そう

問三　傍線部㋐「春の色と匂いと音」について、内村は何で春の色と匂いと音をとらえたか。文

中の言葉をそれぞれ抜き出せ。

問四　傍線部㋑「涙を流しながら」となった理由について、あてはまらない項目を二つ選び、記

号で書け。

ア 多聞と光が理解し合いながら触れ合っている光景が目の前にあるから

イ 内村に向かって、光が「こっち…来て」と言っているから

ウ 多聞の体が癒えて走り回れるようになったから

エ 内村や久子の呼びかけに反応することもなかった光の心が開き始めたから

オ 大震災から五年の間つつましく生きてきたから

問五　傍線部㋒「どうやら多聞は光の兄のつもりでいるらしい」とは、多聞のどのような行動を

とらえての考えか。二十五字以内で書け。（句読点を含む）

問六　傍線部㋓「いつの間にかからからに乾いていた」について、内村がこの状態になった理由

を五十字以内で述べよ。また、「ため」に続くように書け。（読点を含む）

問七　傍線部Ⓐ「お墨付き」とある。「お墨付き」を使い、主語・述語の整った一文を作れ。

⑤ ⑥

⑦

7



一般選抜入試／ 2022解答／国語、英語

国　語

英　語

問 解答番号 解答例 解答番号 解答例 解答番号 解答例 解答番号 解答例

一 問一 ① 携帯 ② 敵う ③ すい ④ ちゅうすう

問二
⑤ 奇想天外 ⑥ 成績

あ 人工知能 い 医療機関 う 学校教育 え 政治経済

問三 〇膨大な論文をマスターし、過去の分析事例を学習する。

〇分析事例を忘れない。

〇知恵が増え続ける。

問四 患者に触れ、患者を感じ、患者と共に歩む　こと

問五 オ

問六 「本当に好奇心が　～　つけないとね。」（最初と最後の七文字）

問七 クール

問八

（解答例）
人間は、人工知能の優れた能力を活用して、豊かに生きる未来を求めていきたい。私が病気になった時、時間をかけて検査を
し診断を受けても、治療の効果がなかなか出なかった経験がある。AI 診断が進み、短時間で自分に合った治療が進めば、そ
の分健康を早く手にし、好奇心に満ちた暮らしができると考えるからだ。（一四五文字）

二
問一

① けいりゅう ② 漠然 ③ 覚めたら ④ 戯れ

⑤ 唐突 ⑥ ほおづえ ⑦ 就いた ⑧ 放棄

問二 あ イ い エ う オ

問三 色 青空 匂い 空気 音 （渓流の）せせらぎ

問四 ウ オ

問五 （例）光が寝たのを見計らってから今に来る。

問六 偶然に出会った多聞だが、実は東北ですでに光と出会っていたことが判明し、奇跡的な運命を感じた

問七 （例）Ａさんは立派な人だと先生からお墨付きをもらった。

問 解答番号 解答例

Ⅰ

問 1

1 She is the witness.

2 She said, “Are you OK?”

3
I think Sarah was brave to fight against the bullies all by herself.  If I were Sarah, I would ask someone to call a 
teacher or any adult.  Next, I would take a picture of the guys bullying my friend as evidence.  Then, I would go 
to my friend and be with her.

Ⅱ

問 1

1 spread

2 eighth

3 comfort

4 hunger

5 made

6 have

問 2

1 Chinese

2 did

3 fried

4 be

5 created

6 introduce

Ⅲ

問 1

1 C

2 B

3 A

問 2

1 C

2 A

3 B

Ⅳ 1 a people who lived long ago

2 the Britons were filled with terror

3 belonged to three German tribes, the Angles

4 had destroyed the Roman power in

5 was brought to an end by

18


